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【手続補正書】
【提出日】平成30年9月10日(2018.9.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　床下空間の表面上に断熱材をスプレーする方法であって：
　遠位端及び近位端を有する少なくとも１つの伸張部材と、所定のスプレーパターンにて
前記断熱材をスプレーするよう、前記伸張部材の遠位端に取り付けられ、前記伸張部材の
近位端におけるスプレー材料入口部に結合されるとともに前記伸張部材の遠位端に対して
動力移動可能に取り付けられる少なくとも１つのスプレーノズルと、前記伸張部材の遠位
端に取り付けられ、前記伸張部材の近位端におけるカメラ出力部に結合されて前記スプレ
ーパターンの画像を取り込むよう構成されたカメラと、前記伸張部材の近位端から前記ス
プレーノズルの操作を制御するよう構成された制御機構と、を備える装置を設けるステッ
プと；
　前記床下空間の開口部を通じて前記伸張部材を挿入するステップと；
　オペレータが前記床下空間の外部で前記装置を操作して前記床下空間の表面上に前記断
熱材をスプレーし、それにより、オペレータが前記床下空間の外側にいる状態でオペレー
タが前記床下空間内での作業を実行可能であるステップと；
を含む、方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、前記制御機構が、前記伸張部材の近位端に機械的に結
合されるハンドルを備え、前記ハンドルの操作によって前記伸張部材の長手方向軸線周り
に前記スプレーノズルを回転させるステップを更に含む、方法。
【請求項３】
　請求項１に記載の方法であって、前記制御機構が、前記伸張部材の近位端に機械的に結
合されるハンドルを備え、前記ハンドルの回転によって前記伸張部材を伸張させるステッ
プを更に含む、方法。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか一項に記載の方法であって、前記伸張部材を伸縮可能に伸長さ
せるステップを更に含む、方法。
【請求項５】
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　請求項１～４のいずれか一項に記載の方法であって、１つ又はそれ以上のモジュール部
材を付加することで前記伸張部材を伸縮させるステップを更に含む、方法。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか一項に記載の方法であって、前記伸張部材を支持するための支
持部材を介して、少なくとも１つの取付点から前記伸張部材を懸架するステップを更に含
む、方法。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか一項に記載の方法であって、前記伸張部材の遠位端に取り付け
られ、前記伸張部材の近位端におけるレンジファインダ出力部に結合されるレンジファイ
ンダにより、前記カメラの視野内における深さ情報を取り込むステップを更に含む、方法
。
【請求項８】
　床下空間の表面上に断熱材をスプレーする装置であって：
　遠位端及び近位端を有する少なくとも１つの伸張部材と；
　所定のスプレーパターンにて前記断熱材をスプレーするよう、前記伸張部材の遠位端に
取り付けられ、前記伸張部材の近位端におけるスプレー材料入口部に結合されるとともに
前記伸張部材の遠位端に対して動力移動可能に取り付けられる少なくとも１つのスプレー
ノズルと；
　前記伸張部材の遠位端に取り付けられ、前記伸張部材の近位端におけるカメラ出力部に
結合されて前記スプレーパターンの画像を取り込むよう構成されたカメラと；
　前記伸張部材の近位端から前記スプレーノズルの操作を制御するよう構成された制御機
構と；
を備え、
　請求項１～７のいずれか一項に記載の方法を実行するように構成された、装置。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか一項に記載の装置であって、前記制御機構が、前記スプレーノ
ズルを制御すべく、該スプレーノズルに電気接続されている、装置。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか一項に記載の装置であって、前記伸張部材が伸縮可能である、
装置。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか一項に記載の装置であって、前記伸張部材が、１つ又はそれ
以上のモジュール部材を付加することで伸張可能である、装置。
【請求項１２】
　請求項１～１１のいずれか一項に記載の装置であって、前記伸張部材を支持するための
支持部材を更に備える、装置。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の装置であって、前記伸張部材が前記支持部材に回転可能に取り付け
られている、装置。
【請求項１４】
　請求項１２又は１３に記載の装置であって、前記支持部材が、表面と係合するための自
由回転ホイールを備える、装置。
【請求項１５】
　請求項１２又は１３に記載の装置であって、前記支持部材が、少なくとも１つの取付点
から前記伸張部材を懸架する、装置。
【請求項１６】
　請求項１～１５のいずれか一項に記載の装置であって、前記レンジファインダがレーザ
レンジファインダである、装置。
【請求項１７】
　請求項１～１６のいずれか一項に記載の装置であって、前記スプレーノズル及び前記カ
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メラが、前記伸張部材の遠位端にてホイール・シャシに取り付けられている、装置。
【請求項１８】
　請求項１７に記載の装置であって、前記伸張部材が、ピボット結合部により前記シャシ
に結合されている、装置。
【請求項１９】
　請求項１８に記載の装置であって、前記シャシが、ピボット結合用の複数の取付位置を
備え、前記ピボット結合部が、前記シャシの重心に対する所望の取付位置にて前記シャシ
に取り付け可能である、装置。
【請求項２０】
　請求項１８又は１９に記載の装置であって、前記伸張部材が、第１ピボット結合部の取
付位置から離間した取付位置にて、更なるピボット結合部により前記シャシに結合され、
前記シャシが前記伸張部材の相対移動により操舵可能である、装置。
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